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平成３０年１０月１２日発行 

【第５１号】 

10月3日（水） 本荘国道維持出張所管内の国道7号某所において、特殊車両（一定の大きさ

や重さを超える車）の通行に関する指導取締りを実施しました。 

特殊車両の通行には、道路管理者の通行許可が必要です。また、通行許可を得ている特殊

車両は、許可内容を遵守して通行する必要があります。指導取締りでは、対象車両の許可証

の確認や、大きさ・重さの計測などを行いました。 

今回の取締りによる違反車両は0台でした。 
特殊車両がルールを守らず通行すると、道路の劣化や事故の原因とな
ります。道路の保全と事故等による危険防止のため、本荘国道維持出
張所では、こうした指導取締りをこれからも継続していきます。 
 

高さの計測中 重量の計測中 

長さ
走行（連結・積載）状態で12m
※トレーラー等の連結車両はほとんどがこの値を超えます。

幅 積載状態で2.5m

高さ
積載状態で3.8m
（一部道路では4.1m）

総重量
（車＋乗員＋荷物）

積載状態で20t
（一部道路では車両の構造に応じて最大25t）

軸重 積載状態で最大10t

許可証等の確認中 

右表の限度※をひとつでも超える車両

は、 

「特殊車両通行許可」が必要です。 
（※道路の構造による限度） 

総重量 

高さ 

幅 長さ 

軸重 

※経路に国が管理する道

路が含まれる場合 


